
金沢 1 崖くずれ等による地盤等に関する専門家（アドバイ
ザー）派遣制度

１　避難指示発令の根拠
２　風水害により、地盤等が被害にあった際の専門家による現場の
安全性評価

総務局 ○

都市整備局 ○

道路局 ○

金沢 3 AIを活用した区庁舎総合案内の導入

１　「AIを搭載したデジタルサイネージ等の設置」により、非接触に
よる行政サービスの案内（庁舎窓口案内）が行える環境を18区一
律で整備
２　庁舎案内として使用していないときは、広報よこはまのプロモー
ションなどが行えるようにするなどの機能も併せて付与することを
検討

デジタル統括本部 ○

金沢 4 金沢区福浦地区護岸復旧とあわせた遊歩道等の
整備

１　安全、安心が確保される良好な空間とし、適切な施設管理
２　福浦地区護岸復旧とあわせた遊歩道等の整備により、親水空
間としての活用と維持管理

港湾局 ○

金沢 5 LINKAI横浜金沢に係る産業活性化の取組

１　区局連携による、金沢臨海部産業活性化プランの進行管理を
実施し、取組効果を検証
２　同プラン掲載の経済局事業との相乗効果を勘案した企業間連
携取組の拡充
３　新型コロナウイルスの影響により、活動が停滞している活性化
推進に向けた取組

経済局 ○

金沢 6 朝夷奈切通における史跡景観及び安全確保のため
の復旧整備

１　国指定史跡としての景観保持、安全確保のための復旧整備
２　復旧整備による通行止めの解消
３　斜面の定期観察
４　改善整備による迂回措置の解消

教育委員会事務局 ○

金沢 7 旧川合玉堂別邸(二松庵)庭園における敷地境界部
及び庭園部の整備

１  敷地境界部のがけ地の安全性を確保するための樹木管理
２  名勝としての景観を維持するための園庭整備
３  敷地境界部のがけ地の整備に向けた調査、設計
４　敷地外周部及び園庭内において　定期的な経過観察、安全性
の確認

○

金沢 8 小柴自然公園の整備
 　令和14年度の全面公開に向けて公園整備事業を進めるととも
に、第１期エリアの確実な公開に向け必要な予算措置。

環境創造局 ○

金沢 9
横浜逗子線の整備促進（事業中区間（釜利谷六浦
地区）の早期整備及び、六浦駅西口周辺地区の
道路状況の改善）

１　横浜逗子線 事業中区間の整備推進
２　横浜逗子線 事業区間の拡充に向けた調査検討

道路局 ○

金沢 10 泥亀釜利谷線の整備促進 　泥亀釜利谷線の整備推進 道路局 ○

金沢 11 放置自転車対策事業
１　自転車等啓発活動員を禁止区域内に配置して、駐輪場への利
用促進に関する啓発の実施
２　自転車マナーアップに関する啓発の実施

道路局 ○

金沢 12 福祉避難所における災害対応力の強化
　各福祉避難所等へのPC・携帯充電用ポータブル電源を確保・配
備

健康福祉局 ○

金沢 13 金沢区民文化センター(仮称)整備事業
１　基本構想検討委員会の設置と運営
２　機運醸成や基本構想案作成のための市民意見募集の実施
３　基本構想の策定

文化観光局 ○

2金沢
１　地域のニーズ変化や規模など実状に合わせた交通サービスの
検討
２　多様な主体による取組への支援の検討

金沢区の地域特性を踏まえた持続可能な地域交通
の実現

令和４年度予算編成に向けた 「区提案反映制度」 項目・対応状況一覧

提案区
番
号

項　目 提 案 内 容 の 概 要 所管局
対応

※一部対応
含む

教育委員会事務局



（様式２－２）

担当者名 楯、永田 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 飯野、船見（緊急対策課）
長澤、石田（危機管理課） TEL

671-2064（緊急対策課）
671-2171（危機管理課）

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合

これまで、解除にあたっての専門家への依頼などについては、具体的な方法などをお示ししてい
なかったため、手順等について、専門家団体等とも調整しつつ改めて整理し、横浜市風水害対策
マニュアル等に掲載することでサポートしていきます。
なお、専門家派遣にかかる費用については、区本部の応急対策活動のための予算である危機管理
課の区防災活動事業費を個性ある区づくり推進費に統合していることから、各区において対応を
お願いします。

総務局 緊急対策課・危機管理課

◇対応の内容

提案種別

予算・制度関連

新規

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

1 崖くずれ等による地盤等に関する専門家（アドバイザー）派遣制度

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 総務課

788-7706

総務局 ５区（西区・南区・港南区・保土ケ谷区・緑区）

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

１　市防災計画風水害対策編（第３部 第13章 第２節避難指示 １避難指示の発令）には、「避難行動をとらせる必要が
生じた場合に避難行動が必要な地域を示して避難指示を発令する。」と記載があるが、解除の目安に、被害があった場合
の具体的な対応策が記載されていない。
２　各区の避難指示等の判断・伝達マニュアルには「警戒レベル４（避難指示）等解除の一般的な目安は、区、消防署、
警察署及び応急防災工事施工者等の専門家を交えて解除の判断について協議する。」と記載があるが、大規模な崖崩れが
発生した際、避難指示の範囲など適切な指示を出す上では、その状況に応じた地盤、構造物等の危険度判定が求められ
る。
３　市防災計画震災対策編には被災建築物応急危険度判定制度があるが、風水害には地盤、構造物等の危険度判定の制度
がない。また、避難指示の縮小や解除においても、崖くずれ等の状況を踏まえ、地盤の強度や建物への被害等、安全面を
鑑み、適切な指示を判断する上では、より専門的な見地が必要不可欠である。
【参考データ】
令和３年７月３日大雨による土砂崩れにより対象区域に避難指示を発令
地盤品質判定士に地盤の評価を依頼し、一部を除き避難指示を解除

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 □７　関係団体からの要望
■８　その他（担当職員）

◇区民からの具体的な要望

・避難指示がいつまで継続するのかが不透明である。
・避難指示を発令する根拠の説明

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・令和３年７月３日大雨による土砂崩れにより対象区域に避難指示を発令（19世帯36名）
・建築局職員及び防災作業隊等による確認・協議、避難指示範囲を縮小（令和３年７月４日　11世帯23名）
・地盤品質判定士に相談後、現地調査を実施（令和３年７月10日）
・５世帯５名避難指示を継続（令和３年７月13日）

風水害時に発生した被害（崖崩れ、土砂流出等）現場の安全性や危険性（避難指示対象の範囲など）を評価する専門家
（アドバイザー）派遣制度を設ける。
【概算額】１事案（１回調査）あたりの調査費

（１事案でも複数回の派遣を可能とする（避難指示発令時と解除時など））

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 総務局緊急対策課・危機管理課



（様式２－２）

担当者名 加藤、中村 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名
小倉、横田、横
山

TEL

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

　金沢区は、丘陵部の造成などによりできた坂の多い住宅団地、海の埋立によりできた平坦な住宅団地や工業団地、さら
に古くから形成された木造家屋が密集した市街地など、海と丘陵との自然環境に恵まれた特徴的なまちが形成されていま
す。
　特に、昭和40年代頃から平成初期にかけて行われた丘陵部の造成や海の埋立などによって形成された住宅団地において
は、まちの概成時に有効であった鉄道・バス等の公共交通網へのアクセスは、バス路線の減便・廃止や高齢化の進行等に
より、厳しい状況に変化しつつあります。また、地勢状況や高齢化に加えて、人口減少も著しく、バス事業者や地域主体
の交通手段だけに頼ることは難しくなりつつある状況にあります。
【都市計画マスタープラン金沢区プラン　第２章(3)交通ネットワークの課題】
・区内にはバス停からも遠く不便な地域があり、公共交通網の充実が求められます

■１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 ■３　地区担当制 ■４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

令和２年度末に廃止された市営94系統バスに関連して、存続の要望書が区局に提出されています。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

【都市計画マスタープラン金沢区プラン　第４章２ 都市交通の方針】
鉄道駅から遠く、バスを利用することが困難であるなど、公共交通網が不足している地区では、日常生活の利便性を確保
するための公共交通網の整備を進めます。

　既存の公共交通や支援などでカバーしきれなくなりつつある郊外部の交通ネットワークや地域交通について、バス事業
者など運行事業者や地域主体の交通手段だけに頼ることは難しくなりつつある状況であっても成り立つような制度検討や
取組を行うことで、将来的には各地域の実状に合った「誰もが安心して健やかに住み続けられる支えあいのまちづくり
（地域福祉保健計画）」を進め、「住みたい・住み続けたいまち（区運営方針）」を目指した区民サービスを維持してい
く。

・地域のニーズ変化や規模など実状に合わせた交通サービスの検討
・多様な主体による取組への支援の検討

　例えば、並木エリアでは、市営94系統バスが廃止されたものの、近隣を走行していた市営294系統を地域ニーズに合わ
せたルートに再編することで市民サービスの大幅な低下を防いだ【交通事業者】。片吹エリアでは、交通サポート事業に
よる支援を受けて、地域主体で移動手段の確保がなされている【地域主体】。富岡西エリアでは、企業主体・市支援によ
る地域交通実証実験が行われ、事業化を目指している。民間団体主体による地域交通のモデルケースであり、区内・市内
で拡大展開されることを期待する【民間団体主体】。
　また、長浜・西柴エリアでは、地勢状況、高齢化・人口減少が進むことなどにより、エリア内外の移動が困難になりつ
つあること、令和５年度に開館予定の市民利用施設（ケアプラザ・コミュニティハウス）への公共移動手段がないことな
ど、地域で課題認識がなされているものの、解決策の検討には至っていない。

　これら地域では課題解決のためにそれぞれ試行されているものを、重層的な支援メニュー構築などの制度・システム等
の検討に取り組むことで、各地域のニーズに合った目指すサービス対応が実現できるのではないか。また、身近な目的地
への移動需要の変化、コロナ禍の外出自粛による高齢者等の身体的・精神的な虚弱化など課題が顕在化する中で、移動の
先の目的地や産業等との連携が重要であり、最寄駅周辺だけでなく、より身近な範囲（徒歩圏内）での機能のあり方等と
一体的に将来の移動手段について検討を進める必要がある。そこで、制度検討及び支援メニューの検討を進める。

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 都市整備局都市交通課、道路局企画課

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 区政推進課

788-7729

都市整備局・道路局 なし

提案種別

予算・制度関連

新規

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

2 金沢区の地域特性を踏まえた持続可能な地域交通の実現

671-2021

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合

地域交通の重層的な支援メニューの構築、制度設計に向けては、多様なケースによる分析手法の
検討や実証・検証を通した知見の蓄積が重要であり、地域の今後の意向を踏まえつつ、新たな候
補の一つとして地域支援を検討する。特に、今後の分析手法については、身近な生活機能の実態
など交通以外の課題把握も伴うため、データ活用や関係者意向の把握も含め区局連携により取り
組みたい。

都市整備局 都市交通課

◇対応の内容



担当者名 佐藤、郷原 TEL

対応の有無

対応する場合

◇対応の内容

今後の地域交通のあり方について検討するとともに、地域の実情やニーズを踏まえた新たな支援
メニューの検討を進めます。

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

道路局 企画課

671-3800

対応する



（様式２－２）

担当者名 瀬田・小林 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 堂前 TEL

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

　区庁舎の総合案内窓口は、日頃から不特定多数の区民の方からの問い合わせに対応しています。特に、昨年度から今
年度にかけては、特別定額給付金の関係や新型コロナウイルス感染症のワクチン接種に関することなどについて、ご高
齢の方を中心に窓口でご案内しています。

オンライン手続き等の苦手な方などに対して窓口で案内をすることは極めて重要ですが、感染症対策やデジタル化の
推進等の社会状況を踏まえ、非接触による行政サービスの案内が可能となる環境設備が必要です。

【総合案内窓口相談件数】
・令和２年４月～６月　7,144件
・令和３年４月～６月　9,540件

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

・日頃から感染予防を徹底しているため、区役所への来所も極力控えたい。
・不特定多数が接触する端末等に触れるのは、新型コロナウイルスに感染しないか心配なので、対策を講じてほしい。
・庁舎案内を多言語に対応したものにしてほしい。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・窓口へのアクリル板の設置など感染症対策を施しながらの案内を実施。
～令和３年度金沢区運営方針　Ⅱ目標達成に向けた施策　区民の皆様への「まごころ」あふれる区役所づくり～

　感染症対策や総合案内窓口の負担軽減、多言語対応を目的として、「AIを搭載したデジタルサイネージ等の設置」に
より、非接触による行政サービスの案内（庁舎窓口案内）が行える環境を18区一律で整備します。また、庁舎案内とし
て使用していないときは、広報よこはまのプロモーションなどが行えるようにするなどの機能も併せて付与することを
検討します。
（例）・音声又はタッチパネルにより、受けたい行政サービスが何階の何番窓口で受けられるかが分かるようにする。

・書類の読み込みにより窓口番号を案内する。　など

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 デジタル統括本部企画調整課

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 区政推進課

788-7726

デジタル統括本部
８区（鶴見区、西区、港南区、旭区、磯子区、
港北区、緑区、栄区）

提案種別

予算関連

新規

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

3 AIを活用した区庁舎総合案内の導入

671-2130

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 令和４年３月及び５月に企業との実証実験を行い、効果検証等を踏まえて今後の取組を検討し
ます。

デジタル統括本部 企画調整課

◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 加藤 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 谷 TEL

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

　令和元年の台風で高波の被害を受けた金沢区の福浦地区において、護岸の災害復旧工事が進められており、年度内に完
了すると聞いています。
  復旧後においては、防犯面や路上駐車・ごみの不法投棄などで隣接する産業団地の操業環境への影響などが懸念されま
す。
　また、当該エリアの八景島マリンゲートから福浦地区の長浜水路口まで続く海岸線（約３km）は、海辺の散歩道（横浜
金沢観光協会）になっており、従前、海の景色や釣りを楽しむ多くの区民で賑わっていました。復旧後は、高さ３メート
ルの壁で囲われ、海を見ることができず、釣りもすることができなくなっており、区民から釣りができる護岸にしてほし
い、海を眺められる遊歩道にしてほしい等の意見が多数寄せられています。

□１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

・防犯面や迷惑駐車・ごみの投棄等を防止するため、管理者を配置するなどの措置が図られ、産業団地の操業環境を良好
に確保していただきたい。
・従前のように、就業者が海を感じられるような、快適な操業環境の形成につながることへの配慮もしていただきたい。
・護岸の上を転落防止柵等の安全対策を行い、従前どおり海の景色や釣りが楽しめるよう遊歩道や海釣りができる施設に
整備していただきたい。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

【都市計画マスタープラン金沢区プラン/金沢区まちづくり方針　第５章まちづくりの推進（６）臨海産業圏
■土地利用

海岸線の遊歩道などの恵まれた環境を生かし、就業者にとって、潤いと憩いのある安全で快適な環境整備に努めます。
■魅力

幸浦・福浦地区の海岸線において海に親しむ憩いの空間を生み出し、金沢緑地とともに歩行者や自転車が通行しやすい
ネットワークを形成します。そして、産業団地の操業環境に配慮しながら、八景島などのレクリエーション施設や横濱南
部市場を生かしたにぎわいの創出を推進します。

１　安全、安心が確保される良好な空間とし、適切な施設管理がなされること
・隣接する産業団地の操業環境に配慮した市民が利用できる施設としての活用、管理がなされ、産業団地との良好な

関係を保持していくこと。
・防犯、ごみの不法投棄、迷惑駐車などを防止。
・就業者にとって、潤いと憩いのある安全で快適な環境整備

２　福浦地区護岸復旧とあわせた遊歩道等の整備により、市民、区民に親しまれる親水空間としての活用と維持管理
・福浦の海岸線を散策やジョギング、海の景色や釣りが楽しめる遊歩道等の施設として整備。
・施設の整備により、良好で明るい環境を形成。
・施設の管理、監視ができる管理棟や体制を整備。
・護岸敷地内における駐車場の整備により、施設利用者の駐車を確保。

３　予算等　　港湾局整備推進課：遊歩道等施設の設計費、整備費

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 港湾局整備推進課

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 区政推進課

788-7729

港湾局 なし

提案種別

予算関連

新規

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

4 金沢区福浦地区護岸復旧とあわせた遊歩道等の整備

671-7342

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 海の景観が一望でき、釣りも楽しめる遊歩道として、早期整備を進めます。併せて、ゴミの放置
や違法駐車により地域の皆様にご迷惑をおかけしないように、管理運営方法について具体的に検
討を進めます。

港湾局 整備推進課

◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 瀬田、草柳 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 山本・三澄 TEL

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

１　金沢区の臨海部には、横浜市六大事業の一つ「金沢地先埋立事業」等によって造成された市内でも有数の大規模な
産業集積地（臨海南部工業地域（鳥浜工業団地・金沢産業団地））があり、中小企業を中心に1,200社を超える企業、事
業所が立地しています。
２　操業環境・産業構造の変化や立地企業の集積メリットを享受できる取組を進めていく必要等との意見を踏まえ、経
済局及び金沢区が「働く魅力のある、人が集まる産業団地」を目指し、平成29年３月に「金沢臨海部産業活性化プラ
ン」を策定しました。このプランに基づき、地域のブランド化を目指し、地域の魅力を踏まえた新しい地域名称を企業
アンケートにより募集し、「LINKAI横浜金沢」という愛称を決定しました。しかし、プランに掲載された取組の遅延等
から、ビジネス機会の創出や企業間連携、ブランドイメージの向上が進んでいない現状があります。
３　新型コロナウイルスによる影響を受け、この地域全体で売上が減少し、厳しい操業環境に置かれています。優れた
技術力を有する企業が数多く立地している地域であり、その地域魅力発信や企業間連携による活性化の取組が必要で
す。

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

【LINKAI横浜金沢内企業の声】
・プランの取組が進んでいないものがある。
・地域内の魅力発信や企業間連携をものづくり体験イベント、企業見学会やテクニカルショウヨコハマにて推進してい
く必要がある。
・LINKAI横浜金沢という地域ブランドが浸透していない。
・経済局より、LINKAI横浜金沢の活性化推進として予算を確保していただいているが、来年度以降も同額以上の確保を
お願いしたい。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

地域内の魅力発信やビジネス機会の創出等を目的として、ものづくり体験イベント「Aozora Factory」の地域との共
催、就業支援につなげる各種イベント及び企業見学会の開催、毎年２月にパシフィコ横浜で開催される「テクニカル
ショウヨコハマ」の「横浜ものづくりゾーン」へLINKAI横浜金沢ブースを出展。
※金沢区運営方針 施策３ 金沢の魅力をもっと発信！～歴史、自然、観光、大学、産業のまち金沢～

・区局連携による、金沢臨海部産業活性化プランの進行管理を実施し、取組効果の検証
・同プラン掲載の経済局事業との相乗効果を勘案した企業間連携取組の拡充とその推進経費
・新型コロナウイルスの影響により、活動が停滞している地域魅力発信の推進経費

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 経済局ものづくり支援課

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 区政推進課

788-7727

経済局 なし

提案種別

予算・制度関連

２年

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

5 LINKAI横浜金沢に係る産業活性化の取組

671-2567

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 引き続き、金沢臨海部産業活性化プランの進行管理を継続して実施します。企業間連携取組、地
域の活性化取組を推進するために必要とする経費の予算計上を行います。

経済局 ものづくり支援課

◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 加藤 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 細川 TEL 671-3284

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合
令和２年度に行った調査の結果、安全対策が必要とされた箇所の詳細調査等を実施します。

教育委員会事務局 生涯学習文化財課

◇対応の内容

提案種別

予算関連

２年

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

6 朝夷奈切通における史跡景観及び安全確保のための復旧整備

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 区政推進課

788-7729

教育委員会事務局 なし

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

１　台風による影響
　　令和元年９月３日に発生した台風15号の影響などにより、倒木、土砂崩れが発生し、切通の一部も崩落しました。
　　令和２年４月に金沢土木事務所による道路啓開工事が行われましたが、その後も大雨等の影響による数度の土砂崩落
　が確認されています。現状でも公道の両側には倒木、土砂が残っている状態であり、安全な通行が困難であることか
　ら、金沢土木事務所は通行止めとしています。
２　市民、来訪者等への対応
　　古都鎌倉圏域の日本遺産であることや、大河ドラマ放映を控え、一層の注目を浴び、来訪者、訪日外国人の増加も想
　定されます。
　　来訪者の安全を確保し、国指定史跡としての景観を保持することで、切通の開通を望む市民、来街者のニーズに対応
　してゆく必要があります。

【参考データ】
・国指定史跡（昭和44年6月5日指定）
・名称：朝夷奈切通（あさいなきりどおし）
・地域：横浜市側、鎌倉市側の道路敷及びその両側の範囲

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
■８　その他（金沢土木事務所において、道路敷部の道路啓開（復旧）の実施と通行止め措置により、現状把握）

◇区民からの具体的な要望

・安全確保のための復旧整備
・通行止めの早期解消

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

１ 台風による影響
　 令和元年９月３日に発生した台風15号の影響により、倒木、土砂崩れが発生。切通部の一部も崩落。
　 横浜市側の道路敷部の倒木処理は、金沢土木事務所により令和２年４月に実施済み。
　 両側の切通部には、倒木、土砂が残っている。切通部の一部も崩落したままとなっている。
　 このため、安全な通行が困難となっていることから、金沢土木事務所は、通行止めの措置中。
２ 大雨による影響
　 令和３年７月２日から続いた大雨により、通行止め区間内の切通し部で新たな土砂崩れが発生。

１　国指定史跡としての景観保持、安全確保のための復旧整備
・倒木の撤去、流出土砂の撤去。斜面の安定。

２　復旧整備による通行止めの解消
・令和３年内に通行止めの解消を図る

３　斜面の定期観察
・復旧整備後も、大雨等による影響を受けるため、斜面の安定について定期観察のうえ、安全の確保

４　改善整備による迂回措置の解消
・熊野神社入口付近など、斜面の改善整備による通行迂回措置（カラーコーン）の解消

教育委員会事務局　検討調査費     千円、復旧整備費     千円、改善整備費 千円

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 教育委員会事務局生涯学習文化財課



（様式２－２）

担当者名 加藤・小林 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 武藤 TEL 671-3284

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合

　令和４年度は
①敷地境界部、がけ地の安全性を確保するための樹木の剪定、伐採
②名勝としての景観を維持するための園庭整備、高木の伐採
③敷地境界部のがけ地の整備に向けた現況把握の調査(地質調査)、実施設計等
について、実施します。
④敷地外周部及び園庭内において、定期的な経過観察、安全性の確認
を、「庭園の管理運営に係る方針」に基づき継続実施します。
　なお、隣地境界のブロック塀については、危険度調査を実施します。

教育委員会事務局 生涯学習文化財課

◇対応の内容

対応する

提案種別

予算関連

２年

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

7 旧川合玉堂別邸(二松庵)庭園における敷地境界部及び庭園部の整備

◇地域の課題、基礎データ等

　市指定名勝旧川合玉堂別邸(二松庵)庭園では、敷地の外周部の高木化した樹木が課題であり、令和元年度には敷地境
界部の倒木により隣家に損害をもたらしています。今後、同様の被害を発生させないために、敷地周辺、特に敷地境界
部の安全確保が急務となっています。
　一般公開している庭園部では地元NPO団体による管理を行っていますが、年々、樹木が高木化し、通常管理の範囲で
は対応できなくなっています。今後も名勝としての景観を維持し、市民に安全に利用いただくためにも、園庭内の高木
の伐採、剪定が必要となっています。
　また、庭園敷地外周部及び庭園内には崖があるため、土砂災害の恐れもあります。

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
■８　その他（　敷地周辺の住民からの要望　）

◇区民からの具体的な要望

　敷地周辺の住民から、敷地境界部の安全性の確保のため、樹木の伐採、がけ地の整備を要望されています。また、地
元住民を含む運営団体から、名勝としての景観を維持するため、園庭内の高木の伐採、剪定を要望されています。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

【金沢区運営方針】金沢の魅力をもっと発信！～歴史、自然、観光、大学、産業のまち金沢～
平成18年４月  地元ボランティアによる運営団体との協働事業として、定期開園を開始
平成19年度　　園庭の安全性に対する調査を実施
平成20年度　　19年度の調査をもとに崖の整備工事の地質・測量調査を実施
平成22年度　　崖工事、敷地外周部樹木伐採工事を実施
平成25年度　　フェンス設置、樹木伐採等の園庭整備を実施
平成26年度　　旧川合玉堂別邸(園庭緑地)の今後の活用策に関する検討を実施
令和２年８月　旧川合玉堂別邸(二松庵)庭園の管理運営に係る方針（教育委員会事務局、金沢区）

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 区政推進課

788-7729

教育委員会事務局 なし

①敷地境界部、がけ地の安全性を確保するための樹木の剪定、伐採　　5,000千円
②名勝としての景観を維持するための園庭整備、高木の伐採　　5,000千円
③敷地境界部のがけ地の整備に向けた現況把握の調査、実施設計等　　20,000千円
④敷地外周部及び園庭内において、定期的な経過観察、安全性の確認

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 教育委員会事務局生涯学習文化財課



（様式２－２）

担当者名 瀬田・杉山 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 内山 TEL 671-4611

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 地元や対策協議会等へ説明を行いながら、区役所との調整を密にして、工事を実施していきま
す。第１期エリアの確実な公開に向け、予算確保の調整をしていきます。

環境創造局 公園緑地整備課

◇対応の内容

提案種別

予算関連

７年以上

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

8 小柴自然公園の整備

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 区政推進課

788-7729

環境創造局 なし

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

　平成17年12月に、陸地部分全域及び制限水域の一部が米国から日本に返還され、平成25年２月に国有財産の無償貸付
方針が決定しました。
　その後、平成26年７月に基本計画が策定され、平成27年度には基本設計、環境影響評価手続き、測量、調査、現地見
学会等が行われました。平成29年度には環境影響評価及び都市計画手続きを終え、公園整備に着手し、基盤整備工事等
を実施しました。今年度７月末には第１期エリアの一部が公開となりました。
　所在地：横浜市金沢区長浜116番2
　土地面積：約55.8ha
　事業予定：平成26年～令和14年度※令和３年度７月末に第１期エリアの一部を公開。

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
■５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

・早期の公園整備
・自然環境・緑の保全　等

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

米軍施設及び跡地利用に関する地元組織等への情報提供及び地域ニーズのとりまとめ

　令和14年度の全面公開に向けて公園整備事業を進めていただくとともに、まずは第１期エリアの確実な公開に向けた
必要な予算措置をお願いします。

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 環境創造局公園緑地整備課



（様式２－２）

担当者名 加藤、中村 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名
小川、酒井(事業）
関野、原(企画)
森、鹿島(建設)

TEL
671-3533(事業)
671-2777(企画)
671-3526(建設)

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合

現在事業中の区間については、令和３年度に国費が重点的に配分される事業へ移行されたこと
から、設計・測量・地質調査とともに工事を着実に進めていきます。（建設課)
平成28年３月に公表した「都市計画道路の優先整備路線」において、横浜逗子線は優先的に事
業着手する路線としており、六浦地区は事業用地の先行取得路線として位置づけています。他
の事業中路線の進捗状況等を見ながら、効率的、効果的な整備を検討していきます。（事業推
進課、企画課）

道路局 事業推進課、企画課、建設課

◇対応の内容

提案種別

予算関連

７年以上

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

9 横浜逗子線の整備促進（事業中区間（釜利谷六浦地区）の早期整備及び、六浦駅西口周辺地区の道路状況の改善）

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 区政推進課

788-7729

道路局 なし

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

・横浜逗子線は、金沢区内陸部の南北を連絡する幹線道路として重要な役割を果たし、環状４号線及び国道16号の渋滞
緩和、並びに生活道路に流入する通過交通の転換による子供の移動経路の交通安全対策のためにも早期整備が望まれて
います。
・北側区間の六浦四丁目（侍従橋付近）までの事業着手区間では、今後の財政の重点配分による事業進捗が望まれま
す。
・また、それ以南の事業未着手区間においては、六浦駅西口周辺も含めた交通改善のため、都市計画道路の整備が必要
となります。なお、六浦駅西口前の道路は狭く、タクシー乗り場やバス停、歩道も無い状況です。

□１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

・現在、事業中の区間（釜利谷六浦地区）については早期整備を図ってほしい。
・現在、環状４号線の西六浦交差点から京浜急行六浦駅に至る道路は歩車道のガードレールもなく、歩行者の通行が大
変危険であるため、六浦駅西口周辺の道路整備を進めてほしい。
・侍従橋から南側の区間についても早期に事業化してほしい。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

地域からの要望を受け、関係課に働きかける等調整を行ってきました。
【都市計画マスタープラン・金沢区プラン】
《南北方向の幹線道路として、横浜逗子線の整備を進めます。》

1　横浜逗子線 事業中区間の整備費
2　横浜逗子線 未着手区間の調査検討費

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 道路局企画課、建設課、事業推進課



（様式２－２）

担当者名 加藤、中村 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 北川、池田 TEL 671-3526

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合
延焼遮断帯としての効果を得られるよう、用地取得等事業を進めます。

道路局 建設課

◇対応の内容

提案種別

予算関連

７年以上

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

10 泥亀釜利谷線の整備促進

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 区政推進課

788-7729

道路局 なし

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

・泥亀釜利谷線未整備区間810mのうち、現道のない530mに事業着手（平成30年度)
・称名寺～柴町間の道路幅員が狭く、歩行が危険。なお、金沢文庫は区内でも有数の観光拠点でもあり、観光交通等も
考慮した交通対策が必要。
・狭あい道路が多く、街路構成が複雑な密集市街地であり、緊急避難等の課題が大きい。また、当該地区は地震被害想
定による対策地域に指定され、延焼被害への影響が懸念されている。
・東西方向の明確な幹線ルートがなく、密集市街地内の狭あい道路が内陸部（釜利谷）側から臨海部への通勤動線の抜
け道として利用されており、交通集中による渋滞だけでなく、交通安全性への影響も懸念されている。

□１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

・スクールゾーン対策協議会や文庫小ＰＴＡでも要望が出され、特に道路課題が大きい。
・称名寺赤門前は、擦れ違いが困難な狭小道路であり、トラブルが多い。信号機が設置できないか警察にも要望したが
できなかった。具体的な対策が必要。
・泥亀釜利谷線だけでなく、称名寺赤門前の狭あい道路も含めて、周辺地域全体の交通計画を考えてほしい。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・地域からの要望を受け、地域と関係機関による交通対策連絡会を実施した（平成24年度）。
・【都市計画マスタープラン・金沢区プラン】

泥亀釜利谷線など、東西方向の整備によって、幹線道路を結ぶネットワークを確立するとともに、京浜急行各駅への
アクセスを向上させます。
・本地区で平成22年度に防災まちづくり計画を作成し、地元、区、都整局が連携し、取組を推進。
・泥亀釜利谷線は、「横浜市地震防災戦略における地震火災対策方針」において、平成26年度に地震火災対策重点路線
に位置付けられている。
　都市計画道路の整備など、延焼遮断帯を形成することで、大規模地震時における延焼被害の軽減を図るとされてい
る。

１　泥亀釜利谷線の整備費

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 道路局建設課



（様式２－２）

担当者名 小林　満 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 今村 TEL

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

1　 金沢区では京急５駅周辺を自転車等放置防止禁止区域にしています。
2　 問題解決に向けて、５地区に自転車等放置防止推進協議会があり、区としても支援する必要があります。
3　 道路局からの区配予算が削減される中、区づくり予算で委託費を補填し、必要な啓発指導を行っています。
4 　金沢区内で道路局が行っている放置自転車の移動台数が、令和元年度と比較して金沢文庫駅では2.05倍、金沢八景
　駅では2.97倍、金沢区全体では2倍と増加しています。

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 □７　関係団体からの要望
■８　その他（京急５駅自転車等放置防止推進協議会）

◇区民からの具体的な要望

1　自転車等放置防止禁止区域内の啓発指導回数を増やして、放置自転車を根絶させてほしい。
2　放置自転車への抑止効果の高い道路局の移動作業回数を増やしてほしい。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

1  区配と区づくりの予算で禁止区域内に休日を含め啓発指導員を配置し、禁止札の貼付や呼びかけ等の啓発を行い、
 自転車等の放置防止、削減に努めています。
2  ５地区の自転車等放置防止推進協議会と連携し禁止区域内のパトロールを各地区で年に２回以上行っています。

「区配予算の増加」
1　啓発指導回数を増やす事で放置自転車台数の削減が見込まれます。
2　区は自転車等放置防止推進協議会と協力して、放置自転車の削減に努めます。

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 道路局交通安全・自転車政策課

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 地域振興課

788-7808

道路局 なし

提案種別

予算関連

７年以上

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

11 放置自転車対策事業

671-2323

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 区と協力して放置対策に取り組むため、18区の要望状況や予算全体のバランスを考慮し、委託
料を予算へ計上して配付予定です。

道路局 交通安全・自転車政策課

◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 大森 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 村尾　中村 TEL

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

１　福祉避難所は各区内の福祉施設等を指定しているが、非常用電源の取り回し等に不安を抱く施設も多く、また非常
　用電源を有しない施設では停電時の対応が非常に不安視されていました。
２　特に避難民受入れ等の福祉避難所と区局間での調整には防災用携帯電話や『福祉避難所情報共有システム』を活用
　する必要があり、停電発生時のシステムダウンのリスクを回避しなければなりません。
３　令和２年度に金沢区において福祉避難所情報共有訓練を実施した後のアンケートでは、有効回答21施設中14施設が
　「非常用ポータブル電源」の整備を希望していました。
４　なおこれまで希望する福祉避難所には、健康福祉局からガスボンベ式発電機が配備されていますが、これの耐用
　年数が迫っている旨健康福祉局から情報提供があり、早急に後継機種の選定を検討する必要があります。

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

　区民からの直接な要望はありませんが、福祉避難所の機能強化は区民生活の向上に大いに資するものと考えます。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　令和３年度金沢区運営方針「新しい生活様式を踏まえて皆様と共にすすめる施策」１「安心して暮らせるまちづく
り」

「各福祉避難所にポータブル電源を確保・配備」
　ポータブル電源確保・整備費
　　内訳：ポータブル電源（国内メーカー製の一般的な、電気用品安全法（PSE）適合性検査合格品、電池容量500～

1000Wh程度のもの）582台（福祉避難所564施設＋予備）
※ 区は福祉避難所でのポータブル電源配備の希望を取りまとめて所管局に報告し、所管局【健康福祉局

福祉保健課】では電源の確保及び発注を取りまとめて各避難所等への配送を行う。

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 健康福祉局福祉保健課

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 高齢・障害支援課

788-7868

健康福祉局
13区（鶴見区・神奈川区・西区・中区・南区・保土ケ谷区・
旭区・港北区・緑区・都筑区・栄区・泉区・瀬谷区）

提案種別

予算関連

新規

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

12 福祉避難所における災害対応力の強化

671-4056

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合

横浜市内にある福祉避難所のうち、一部施設は平成25年にガス式発電機を導入しています。ただし、その発
電機整備要綱における施設での保管期間が終了となるため、機械点検の上、要綱の見直しが必要です。また
平成25年に配備していない施設に対しては、電源の確保を進めていきたいと考えています。ただし、電源の
形態については、蓄電池や発電機等の性質を踏まえ、区と施設ともに検討しながら整備を進めたいと考えま
す。
令和３年11月に既に配備している施設へアンケートを実施し、活用状況を調査しました。訓練に活用してい
る施設があった他、点検等に不安を感じている施設もあったため、点検方法や活用方法含めて整備を進めて
いきます。

健康福祉局 福祉保健課

◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 加藤、中村 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 中村 、栗本 TEL

対応する

◇地域の課題、基礎データ等

1　区内には長浜ホールや公会堂など区民の文化活動の場が整備されているものの、区民文化センターは未整備であ
る。
2　広聴や各分野別計画策定時等の意見募集等においても、区民からの文化施設整備の要望は高く、また各文化団体か
らの要望書等を受けている。

■１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
■５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
■８　その他（区内の文化活動団体へのヒアリング）

◇区民からの具体的な要望

・主に単一団体の展示で利用する中規模のギャラリー、主に個人・少人数の練習に利用する小規模の音楽練習スペー
ス、主に単一団体の練習で利用する中規模の音楽練習スペースの必要性が高い。
・令和２年９月、金沢区における区民文化センター整備に関する要望書を受理。

◇提案内容・概算額等

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・平成30年３月に改定した「横浜市都市計画マスタープラン金沢区プラン『金沢区まちづくり方針』」では、金沢八景
駅周辺を金沢区心部における主要エリアとして位置付け、活力と魅力あるまちづくりを進める、としている。
・令和元年度には、区内の文化活動の現状及び文化施設機能のニーズ等の調査を実施し、調査結果を踏まえ、区内に整
備すべき機能及び整備候補地等について検討を行った。
・令和２年12月に策定した「金沢区心部まちづくり構想」では、まちづくり方策のひとつとして「金沢区の玄関口であ
る金沢文庫駅と金沢八景駅の顔づくり」を掲げ、その中の一つに「歴史的・文化的な要素を踏まえた、展示・ギャラ
リースペース、人が集える空間の形成や演出の誘導。金沢八景東口駅前においては、“建築物等のデザインガイドライ
ン”を尊重した整備」を挙げている。
・令和３年度には、基礎調査等を実施（局）。

令和３年度までに実施した検討・調査結果等に基づき、金沢八景駅前の市有地に、ギャラリー、音楽練習スペース等を
有する機能充足型の区民文化センターの整備に向けて、次のとおり進めます。
1　基本構想検討委員会の設置と運営
2　機運醸成や基本構想案作成のための市民意見募集の実施
3　基本構想の策定

概算額 円

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 文化観光局文化振興課

令和４年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

金沢区 区政推進課

788-7729

文化観光局 なし

提案種別

予算関連

２年

項 目

◇地域ニーズ等の収集手段

13 金沢区民文化センター(仮称)整備事業

671-3714

対応の有無

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 基本構想策定に要する予算を計上します。このほか、引き続き金沢区と連携し、整備に向けた
調整を進めます。

文化観光局 文化振興課

◇対応の内容
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